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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　免震装置を設ける免震階を有する建築構造物に設置され、免震階の昇降路壁と免震階に
位置するときのかごとの間にフェッシャープレートが配置されたエレベーター装置におい
て、前記フェッシャープレートの板面に対して垂直方向へ、前記免震階の上方の階層と下
方の階層とが相対的に変位し、前記フェッシャープレートが前記免震階の昇降路壁と衝突
したとき、前記フェッシャープレートが免震スリットの高さ範囲で曲げ変形するように構
成されていることを特徴とするエレベーター装置。
【請求項２】
　免震装置を設ける免震階を有する建築構造物に設置され、免震階の昇降路壁と免震階に
位置するときのかごとの間にフェッシャープレートが配置されたエレベーター装置におい
て、前記フェッシャープレートは、その上端が前記免震装置の上方の建築構造物に支持さ
れ、その下端が前記免震装置の下方の建築構造物に支持され、前記フェッシャープレート
の板面に対して垂直方向へ、前記免震装置の上方の建築構造物と下方の建築構造物とが相
対的に変位し、前記フェッシャープレートが免震階の昇降路壁と衝突したとき、前記フェ
ッシャープレートが少なくとも免震スリットの高さ範囲で弾性変形するように構成されて
いることを特徴とするエレベーター装置。
【請求項３】
　請求項１又は２のいずれかにおいて、前記フェッシャープレートが、支柱体を介して前
記建築構造物に支持されていることを特徴とするエレベーター装置。
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【請求項４】
　免震装置を設ける免震階を有する建築構造物に設置され、免震階の昇降路壁と免震階に
位置するときのかごとの間にフェッシャープレートが配置されたエレベーター装置におい
て、前記フェッシャープレートは、前記免震階の昇降路壁と衝突したとき、免震スリット
の高さ範囲で曲げ変形する屈曲部を有し、その上端が前記免震装置の上方の建築構造物に
ピン支持され、その下端が前記免震装置の下方の建築構造物にピン支持されていることを
特徴とするエレベーター装置。
【請求項５】
　請求項４において、前記フェッシャープレートの屈曲部の近傍が、弾性体で前記昇降路
壁に支持されていることを特徴とするエレベーター装置。
【請求項６】
　免震装置を設ける免震階の昇降路壁と免震階に位置するときのエレベーターかごとの間
に配置されるフェッシャープレートにおいて、前記フェッシャープレートは、前記免震階
の昇降路壁と衝突したとき、免震スリットの高さ範囲で曲げ変形する屈曲部を有し、その
上端が前記免震装置の上方の建築構造物にピン支持され、その下端が前記免震装置の下方
の建築構造物にピン支持されることを特徴とするフェッシャープレート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、中間の階層に免震装置を備えた免震建物用のエレベーター装置及びそれに用
いるフェッシャープレートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、かごドアの敷居から昇降路の壁までの距離が１２５mmを超える場合には、建築
基準法施行令を満たすべく、昇降路の壁から一定の寸法の位置に、乗客の転落防止用のフ
ェッシャープレートを設置し、かごドアの敷居との隙間を１２５mm以下とすることが行わ
れている。
【０００３】
　例えば、下記特許文献１には、フェッシャープレートを支持する支持フレームの一端を
レール支持枠等に回転自在に固定し、フェッシャープレートからかごドアの敷居までの距
離を一定に保ち、地震時においても、フェッシャープレートと乗りかごが干渉するのを防
ぐ免震建物用エレベーター装置が記載されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－９１１９７号公報（段落番号００１１，００１４，図１及
び図２等）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記エレベーター装置では、フェッシャープレートの板面に対して垂直
方向の揺れが発生した場合に、フェッシャープレートと昇降路壁が干渉しないよう、免震
層部の昇降路壁を、フェッシャープレートと反対側へある程度引っ込んだ位置に設けなく
てはならない。その結果、免震階の有効スペースが狭くなってしまっていた。
【０００６】
　本発明の目的は、免震階の有効スペースを広く確保できる免震建物用エレベーター装置
及びそれに用いるフェッシャープレートを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明は、免震装置を設ける免震階を有する建築構造物に
設置され、免震階の昇降路壁と免震階に位置するときのかごとの間にフェッシャープレー
トが配置されたエレベーター装置において、前記フェッシャープレートの板面に対して垂
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直方向へ、前記免震階の上方の階層と下方の階層とが相対的に変位し、前記フェッシャー
プレートが前記免震階の昇降路壁と衝突したとき、前記フェッシャープレートが免震スリ
ットの高さ範囲で曲げ変形するように構成したのである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、免震階の有効スペースを広く確保できる免震建物用エレベーター装置
及びそれに用いるフェッシャープレートを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施例について、図面に基づいて説明する。
【００１０】
　図１は、本発明の第１の実施例を示すエレベーター装置の全体構成図である。本実施例
のエレベーター装置は、中間の階層に免震装置１を備えた建築構造物に設置される免震建
物用のエレベーター装置であり、かご４とつり合いおもり６がロープを介して連結されて
いる。また、かご４とつり合いおもり６は、それぞれかご用ガイドレール２とおもり用ガ
イドレール３に沿って、巻上機の駆動力により昇降路７内を昇降するようになっている。
そして、免震階の昇降路壁１３１，１４１と、免震階に位置するときのかご４との間のス
ペースに、フェッシャープレート１０が配置されており、かご４の乗客がドアを万一開け
ることがあっても転落するのを防止できる。
【００１１】
　ここで、免震装置１のある免震階に配置されるフェッシャープレート１０について、図
２を用いて説明する。このフェッシャープレート１０は、軸部１１に対して回転可能に取
付けられたプレート支柱体５ａ，５ｂと、このプレート支柱体５ａ，５ｂにそれぞれ固定
された鉄製のプレート本体１５ａ，１５ｂと、このプレート本体１５ａ，１５ｂに取付け
られた蝶番９を有している。尚、この分割されたフェッシャープレート１０を屈曲可能に
連結する構造としては、ユニバーサルジョイントによる連結，ばねやゴム等の弾性体によ
る連結などを採用しても良い。また、プレート本体１５ａ，１５ｂの材質としては、ステ
ンレスなどであっても構わない。
【００１２】
　また、一端（下端）が軸部１１に回転可能に取付けられたプレート支柱体５ａの他端
（上端）は、免震装置１の上方の建築構造物１３にピン支持されている。同様に、一端
（上端）が軸部１１に回転可能に取付けられたプレート支柱体５ｂの他端（下端）は、免
震装置１の下方の建築構造物１４にピン支持されている。尚、プレート支柱体５ｂの他端
は、ばね等の弾性体によって建築構造物１４に支持させたり、自由端にさせたりしても良
い。また、建築構造物１４が免震階において形成する昇降路壁１４１に対して、フェッシ
ャープレート１０の屈曲部の近傍のプレート本体１５ｂが、ばねやゴムなどの弾性体１２
で支持されている。更に、建築構造物１３の下端と建築構造物１４の上端の間の免震スリ
ット８の高さ範囲内に、フェッシャープレート１０の屈曲部すなわち軸部１１を位置させ
るのが望ましい。
【００１３】
　次に、地震が発生した場合、特に、フェッシャープレート１０の板面に対して垂直方向
へ、免震階の上方の階層と下方の階層とが相対的に変位した場合、フェッシャープレート
１０がどのように変形するかについて、図３を用いて説明する。
【００１４】
　まず、下層階の建築構造物１４が、上層階の建築構造物１３に対して相対的にフェッシ
ャープレート１０と反対側へずれ、上層階の建築構造物１３が免震階において形成する昇
降路壁１３１にフェッシャープレート１０が衝突したとき（図３の矢印Ａ）、軸部１１を
支点としてフェッシャープレート１０が屈曲する。同様に、上層階の建築構造物１３が、
下層階の建築構造物１４に対して相対的にフェッシャープレート１０と反対側へずれ、下
層階の建築構造物１４が免震階において形成する昇降路壁１４１に衝突したとき（図３の
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【００１５】
　つまり、本実施例によれば、フェッシャープレート１０が免震階の昇降路壁１３１，
１４１と干渉しても壊れる恐れが少なくなる。その結果、免震階の昇降路壁１３１，141
をフェッシャープレート１０に近い位置へ配置することが可能となり、免震階の有効スペ
ースを広くできるようになる。換言すれば、上層階と下層階の相対変位が大きい場合であ
っても、フェッシャープレート１０と反対側へ昇降路壁１３１，１４１を引っ込ませる必
要がなく、免震階の有効スペースを維持できるようになる。
【００１６】
　ここで、地震発生時には、かご用ガイドレール２も、上層階の建築構造物１３と下層階
の建築構造物１４の相対変位に追従して変形する。したがって、かご４も、かご用ガイド
レール２の変形に伴って傾き、結果として、かごドアの敷居から昇降路壁１３１，１４１
までの距離は、１２５mm以下のほぼ一定に保たれる。
【００１７】
　図４は、本発明の第２の実施例を示すフェッシャープレート２０の構成図である。本実
施例のフェッシャープレート２０は、プレート支柱体１７を介して建築構造物１３，１４
にピン支持部１６によって支持されているため、上層階と下層階の水平相対変位に追従で
きる。また、第１の実施例と同様に、地震が発生してフェッシャープレート２０が昇降路
壁１３１，１４１と衝突しても、フェッシャープレート２０が曲げ変形する構成となって
いる。
【００１８】
　ただし、本実施例におけるフェッシャープレート２０は、屈曲部が設けられておらず、
その代わりに、弾性材料で形成されている。つまり、地震発生時に、昇降路壁１３１，
１４１と衝突したとき、フェッシャープレート２０自体が弾性変形する構造となっている
。尚、フェッシャープレート２０は、その全体を弾性材料で形成したものであっても、免
震スリット８の高さ近傍の部分だけを弾性材料で形成したものであっても良い。本実施例
によれば、第１の実施例の場合と異なり、蝶番９などの取付けが不要になるため、フェッ
シャープレート２０の製造が容易になる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の第１の実施例を示すエレベーター装置の全体構成図である。
【図２】図１のエレベーター装置のフェッシャープレートの拡大斜視図である。
【図３】図２のフェッシャープレートの地震発生時における形状を示す図である
【図４】本発明の第２の実施例を示すエレベーター装置のフェッシャープレートの構成図
である。
【符号の説明】
【００２０】
　１…免震装置、２…かご用ガイドレール、３…おもり用ガイドレール、４…かご、５ａ
，５ｂ，１７…プレート支柱体、６…つり合いおもり、７…昇降路、８…免震スリット、
９…蝶番、１０，２０…フェッシャープレート、１１…軸部、１２…弾性体、１３，１４
…建築構造物、１５ａ，１５ｂ，１８…プレート本体、１６…ピン支持部。
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